
 

令和６年８月１日 

株式会社 中国銀行 

 

 

 

「ちゅうぎんＧＸボード」の取扱開始について 

 

 中国銀行（岡山市北区丸の内一丁目１５番２０号  頭取 加藤 貞則）は、業界随一の導

入企業数を誇るＧＨＧ（温室効果ガス）排出量算定・可視化クラウドソリューション

「Zeroboard」を提供する株式会社ゼロボード（東京都港区三田３丁目５－２７ 住友不動

産三田ツインビル西館１０階 代表取締役 渡慶次 道隆）と業務提携契約を締結すると

ともに、ＧＨＧ排出量算定・可視化クラウドサービスである「ちゅうぎんＧＸボード」の

取扱いを開始しましたので、お知らせいたします。 

本サービスは株式会社ゼロボードが提供する「Zeroboard」を当行用にカスタマイズし、

お客さまに提供するサービスです。なお、株式会社ゼロボードと金融機関が「Zeroboard」

を活用した業務提携をおこなうことは、初めての取組みとなります。 

業界の垣根を超え多くの企業と取引のある地域の金融機関として、この取組みを通じ、

地域社会の脱炭素化を支援してまいります。 

 

【Zeroboard とは】 

 「Zeroboard」は、ＧＨＧ（温室効果ガス）排出量算定・開示・削減までを支援するソ

リューションとして、国内外のサプライチェーン排出量、製品別・サービス別の排出量（カ

ーボンフットプリント：ＣＦＰ）をクラウドで算定・可視化するほか、削減貢献量や水資

源などの登録が可能で、各種レポートの出力にも対応しています。 

 

 

※Zeroboard は、株式会社ゼロボードの登録商

標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．お申込み受付開始日 

 ８月１日（木） 

 

２．サービス概要図 

 

３．サービスメニュー 

 別添の「ちゅうぎんＧＸボード」リーフレットをご参照ください。 

 

以  上 

 



初めて使う方でも 

簡単に作業ができる 

高い操作性と視認性の 

ダッシュボード 

温室効果ガス排出量算定クラウドツール 

      GXボード 

お手頃！ 

排出量の算定に 

特化したシンプルな 

機能を無料または 

安価でご提供 

見やすさ！ 
使いやすさ！ 

楽！ 

クラウド管理により 

最新のルールや算定に 

使用する排出係数は 

自動でアップデート 

ちゅうぎんGXボードの主な特徴 

  自社がどれだけCO₂を出しているのかわからない 

  CO₂を算定するノウハウや時間がない 

  コストを極力かけたくない  

  Excelで算定したが、データの更新や管理がめんどうだ など  

脱炭素経営に取組むうえで、このような悩みや課題はありませんか？ 



お客さまのニーズに応じて、3種類のプランをご用意 

プラン名 Ｌｉｇｈｔ Ｍｉｄｄｌｅ Ｈｉｇｈ 

算定範囲 Scope1,2 Scope1,2 Scope1,2,3 

ＩＤ発行数 1 5 10 

最大登録拠点数 5 20 20 

ご利用手数料 
（税込） 

無料 9,900円／年 
19,800円／年 
※2年目以降は 
132,000円／年 

Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出（燃料の燃焼など） 
Scope2：他社から供給された電気・熱・蒸気の使用に伴う間接排出 
Scope3：Scope2以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出） 

-----------------------  本サービスに関するお問い合わせ  ------------------------ 

株式会社中国銀行   ＿＿＿＿＿＿＿＿ 

  担   当        ＿＿＿＿＿＿＿＿ 
（コ営・第8号・2024.8.1現在） 

Q 中国銀行との取引がないのですが、 申込ができますか？ 

A 本サービスのご利用は中国銀行とお取引のある法人のお客さまに限ります。 

よくあるご質問 

※ 本サービスは、株式会社ゼロボードとの業務提携および開発協力のもと、お客さまに提供しています。 

※ 株式会社ゼロボードは、業界随一の導入企業数を誇るGHG排出量算定・可視化ソリューション「Zeroboard」を提供する事業者です。 

このような 
お客さまに 
おすすめです 

お申込みについては、当行窓口または担当者までご相談ください。 

はじめて排出量の 

算定に取組まれる方 

営業所や工場など 
6か所以上の 

拠点をお持ちの方 

自社のみならず 
バリューチェーン 
全体での算定を 
ご希望される方 

Q 脱炭素について全く知識や経験がなくても入力操作は可能ですか？ 

A 初めての方にも安心してご利用いただけるよう、専用のマニュアルをご用意しております。 

Q 入力したデータを取引先への報告に使用することはできますか？ 

A 入力されたデータや算出結果を帳票出力し、取引先にご提出することができます。 


